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抗インフルエンザウイルス薬等の安定供給について 

 

今般、厚生労働省より本会に対し標記通知がなされ周知方依頼がありました。 

本通知は、インフルエンザ患者に対して適切な治療・検査を行うためには、

抗インフルエンザウイルス薬及びインフルエンザウイルス抗原検出キット（抗

インフルエンザウイルス薬等）について、その安定的な供給を図ることが必要

であることから、下記の対応を求めるものです。 

つきましては、貴会におかれましても、本件についてご了知いただき、管下

郡市区医師会、関係医療機関等に対し、周知方よろしくご高配のほどお願い申

し上げます。 

 

記 

 

１．医療機関等において抗インフルエンザウイルス薬等を注文する際には、各

医療機関等における在庫量やインフルエンザの流行状況等を踏まえ、真に診

療に必要な注文量となるよう配慮すること。 

２．抗インフルエンザウイルス薬等の安定的な供給の確保の観点から、シーズ

ン中は備蓄を目的とする注文は行わないこと。 

３．医療機関等へ一度に大量に抗インフルエンザウイルス薬等が納入されると、

市場に流通する抗インフルエンザウイルス薬等の在庫量に与える影響が大き

いことから、診療に支障を来す場合を除いて、卸売販売業者の分割納入に協

力すること。 

４．抗インフルエンザウイルス薬の投与に際しては、薬剤の必要性を慎重に検

討するなど添付文書に記載されている内容を踏まえ、適正に使用されるよう、

徹底されたいこと。 

５．インフルエンザウイルス抗原検出キットに用いる咽頭ぬぐい液等を採取す

る際には、患者の飛沫により医療従事者が感染する可能性が高いとの指摘が

あることから、十分な感染防御手技を講じられたいこと。 

 
（参考） 

今冬のインフルエンザ総合対策の推進について（令和４年 10月 19日付日医発第 1433号（健Ⅱ）） 

https://www.med.or.jp/dl-med/kansen/novel_corona/2022ken2_1433.pdf
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今冬のインフルエンザ対策については、「今冬のインフルエンザ総合対策の

推進について」(令和4年10月14日付け健感発 1014第 1号厚生労働省健康

局結核感染症課長通知)及び「『今冬のインフルエンザ総合対策の推進につい

て』の一部訂正について」(令和4年12月6日付け健感発 1206第1号厚生労

働省健康局結核感染症課長通知)により、取り組んでいるところです。

貴職におかれましては、抗インフルエンザウイルス薬及びインフルエンザ

ウイルス抗原検出キット(以下「抗インフルエンザウイルス薬等」という。)

の安定供給に協力いただきたく、貴関係団体の医療機関等に周知いただくよ

うお願いいたします。

厚生労働省としても、可能な限りの対策を講じることにより、抗インフル

エンザウイルス薬等の安定供給を図る所存ですので、御理解、御協力のほど、

お願い申し上げます。

なお、各都道府県衛生主管部(局)長には、別添(写)のとおり通知したこ

とを申し添えます。

抗インフルエンザウイルス薬等の安定供給について
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1.医療機関、薬局(以下「医療機関等」という。)において抗インフルエン

ザウイルス薬等を注文する際には、各医療機関等における在庫量やインフ

ルエンザの流行状況等を踏まえ、真に診療に必要な注文量となるよう配慮

すること。

2.抗インフルエンザウイルス薬等の安定的な供給の確保の観点から、シー

ズン中は備蓄を目的とする注文は行わないこと。

3.医療機関等ヘ一度に大量に抗インフルエンザウイルス薬等が納入される

と、市場に流通する抗インフルエンザウイルス薬等の在庫量に与える影響

が大きいことから、診療に支障を来す場合を除いて、卸売販売業者の分割

納入に協力すること。

4.抗インフルエンザウイルス薬の投与に際しては、薬剤の必要性を慎重に

検討するなど添付文書に記載されている内容を踏まえ、適正に使用される

よう、徹底されたいこと。

5.インフルエンザウイルス抗原検出キットに用いる咽頭ぬぐい液等を採取

する際には、患者の飛沫により医療従事者が感染する可能性が高いとの指

摘があることから、十分な感染防御手技を講じられたいこと。
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